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Thoughts and assessments about spending time alone, ego identity, and
concern for friends in undergraduate students
Yuko MASUBUCHI, Fumiko MITSUNO and Shuzo IMAJO
This study, conducted targeting undergraduate students, aimed to (1) examine the effects that thoughts on, 
and assessments of, spending time alone, as well as ego identity, have on the subjects’ concern for friends, and 
(2) study if differences regarding (1) varied according to the subjects’ academic year. Investigations using a 
questionnaire were carried out on 388 female university students. A simultaneous analysis of multiple 
populations revealed the following: (1) Thoughts/assessments about “fulfillment/satisfaction” promoted 
“prosocial concerns” through “psychosocial identity.” (2) Thoughts/assessments about “loneliness/anxiety” and 
“desire for isolation” inhibited “prosocial concerns” through “psychosocial identity.” (3) The effects on “concern 
for friends” differed between 1st- and 2nd-grade students and 3rd- and 4th-grade students. The determinants of 
“patience concern” (mainly to avoid conflicts), were found to differ according to the subjects’ academic year. 
With 1st- and 2nd-grade students, moreover, not only the social aspects of ego identity but also subjective 
aspects affected their “concern for friends.” The findings of (1) through (3) above appear to show that the 
maturation of thoughts/assessments about spending time alone affected the maturation of “concern for friends” 
as an example of interpersonal relationships, and that the method of influence was linked to the subjects’ state 
of growth and development.
Key words : thoughts and assessments about spending time alone（ひとりで過ごすことに関する感情・評価），































































































































































































































































































年生の方が高かった （F （3,374）＝10.02, p<.001）。
多次元自我同一性については、1・2年生より 4
年生の方が「対自的同一性」「心理社会的同一性」
















































































社会的同一性」が高かった （1・2年：rs＝ .19, 
 Table 1　ひとりで過ごすことに関する感情・評価尺度の確認的因子分析結果 （標準化推定値）































因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ
Ⅰ － －.27 －.58 －.06
Ⅱ －  .45  .28
Ⅲ －  .12
＊は逆転項目

























































因子間相関 Ⅰ Ⅱ Ⅲ
Ⅰ － .44 .17
Ⅱ － .74





































partial Ș2 多重比較 （Tukey法）
ひとりで過ごすことに関する感情・評価
孤独・不安 2.70（0.83） 2.50（0.87） 2.73（1.10） 2.39（0.88） 2.52 .02
自立願望 5.50（0.75） 5.57（0.80） 5.31（0.78） 5.36（0.74） 2.25 .02
充実・満足 5.20（1.06） 5.23（1.04） 4.89（1.31） 5.26（1.03） 1.61 .01
孤絶願望 3.11（1.38） 2.93（1.21） 2.45（1.13） 2.26（1.09） 10.02*** .07 1・2年＞4年，1年＞3年
多次元自我同一性
自己斉一性・連続性 4.54（1.20） 4.64（1.33） 4.85（1.25） 5.00（1.20） 2.43 .02
対自的同一性 3.57（1.03） 3.89（1.27） 3.98（1.07） 4.35（1.07） 6.81*** .05 4年＞1・2年
対他的同一性 3.72（1.10） 3.79（1.10） 4.31（1.19） 4.34（1.17） 7.53*** .06 3・4年＞1・2年
心理社会的同一性 4.06（1.08） 4.11（0.96） 4.26（1.03） 4.57（0.91） 5.27*** .04 4年＞1・2年
友人関係における気遣い
向社会的気遣い 5.69（0.72） 5.68（0.64） 5.69（0.74） 5.89（0.84） 1.87 .02
尊重気遣い 5.12（0.83） 4.93（0.80） 4.84（0.76） 5.01（0.74） 1.62 .01

















孤独・不安 －.24*** －.44*** －.07n.s. －.48*** －.41*** －.22*** －.26*** －.08n.s. －.07n.s. .03n.s.
自立願望 －.19* .39*** .25*** －.05n.s. .07n.s. －.14* .03n.s. .25*** .22*** .07n.s.
充実・満足 －.56*** .29*** .07n.s. .19** .22** .00n.s. .20** .15* .12n.s. －.11n.s.
孤絶願望 .02n.s. .22** .05n.s. －.19** －.18** －.47*** －.38*** －.29*** .07n.s. .10n.s.
自己斉一性・連続性 －.32*** .00n.s. .19* －.40*** .51*** .51*** .52*** .02n.s. －.06n.s. －.22***
対自的同一性 －.37*** .04n.s. .33*** －.28*** .62*** .36*** .59*** .22** .02n.s. －.18**
対他的同一性 －.18* －.01n.s. .16n.s. －.48*** .72*** .46*** .54*** .08n.s. －.16* －.22***
心理社会的同一性 －.31*** .01n.s. .37*** －.42*** .70*** .66*** .66*** .24*** －.08n.s. －.19**
向社会的気遣い －.15n.s. .23** .08n.s. －.25** .12n.s. .22** .11n.s. .30*** .37*** .15*
尊重気遣い －.09n.s. .21* .18* .03n.s. －.06n.s. .10n.s. －.08n.s. .07n.s. .47*** .66***
我慢気遣い .02n.s. －.06n.s. －.01n.s. .07n.s. －.18* －.03n.s. －.28*** －.12n.s. .13n.s. .65***
対角線の右上側が 1・2年生、左下側が 3・4年生の値。 *p<.05，**p<.01，***p<.001
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p<.10）、3・4年生でのパス係数 （β＝-.32, p< 
.001） が顕著であった （ただし z＝-1.35）。さら
に、1・2年生と 3・4年生で同じ有意なパスでは
あるがパス係数に有意差があったものは、「孤
独・不安」から「自己斉一性・連続性」「対自的
同一性」への負の影響 （1・2年＞3・4年；zは
それぞれ2.92, 1.98）、「孤絶願望」から「自己斉
一性・連続性」への負の影響 （3・4年＞1・2年；
z＝-2.00） であった。なお、ひとりで過ごすこと
に関する感情・評価から友人への気遣いへの直接
効果については、有意な学年差は見られなかっ
た。
考　察
結果のまとめ
本研究の目的は、大学生を対象に、ひとりで過
ごすことに関する感情・評価と自我同一性が、友
人への気遣い行動に及ぼす影響を検討すること、
また、その際、学年によって違いが見られるかに
足」が「心理社会的同一性」に正の影響し、「心
理社会的同一性」は「向社会的気遣い」に正の影
響をしていた。
次に、ひとりで過ごすことに関する感情・評価
から気遣いへ直接効果としては、「自立願望」か
ら「向社会的気遣い」と「尊重気遣い」への正の
影響、「充実・満足」から「尊重気遣い」への弱
い正の影響が見られた。
第二に、学年差が見られた結果について述べ
る。自我同一性の媒介効果としては、1・2年生
において、「孤独・不安」が「自己斉一性・連続
性」に負の影響をし、「自己斉一性・連続性」は
「我慢気遣い」に弱い負の影響をしていた。ま
た、「孤独・不安」「孤絶願望」が「対他的同一
性」に負の影響をし、「対他的同一性」は「尊重
気遣い」に弱い負の影響をしていた。一方、3・4
年生では、「孤独・不安」「孤絶願望」が「対他的
同一性」に負の影響をし、「対他的同一性」は
「我慢気遣い」に負の影響をしていた。1・2年で
も有意傾向でこの傾向は見られたが （β＝-.13, 
Ȥð 81.891㸦p<.01㸧㸪df =50
CFI=.976, AIC=289.891
RMSEA=.041
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Figure 2　多母集団同時分析の結果
（上段は 1・2年，下段は 3・4年，†p<.10，*p<.05，**p<.01，***p<.001，誤差変数および誤差変数間の共分散のパスは省略）
昭和女子大学生活心理研究所紀要　Vol.20　2018
10
的同一性」（現実の社会の中で自分自身を意味づ
けられるという、自分と社会との適応的な結びつ
きの感覚）という自我同一性の社会的側面を高
め、気遣いのプラス面である「向社会的気遣い」
を促進することが示された。これは、ひとりで過
ごすことの捉え方の成熟 （「充実・満足」） が、自我
同一性の社会的側面の発達を促し、成熟した気遣
い （「向社会的気遣い」） を促進することを示唆す
る結果であると言える。増淵 （2014） は、相関分
析において、「充実・満足」と「自己斉一性・連続
性」「対自的同一性」「心理社会的同一性」との間
に有意な相関が見られたことを示しているが、パ
ス解析では多次元自我同一性 4下位尺度の総合得
点を使用していたため、「充実・満足」から「自
我同一性全体」への正の影響が示されているのみ
であった。本研究では、「充実・満足」は「対自
的同一性」と「心理社会的同一性」に影響してい
たが、今回の結果から、「充実・満足」は、自我
同一性の4側面の中でも「心理社会的同一性」を
促進すること、そしてそれが気遣いという対人関
係の持ち方にも影響することが新たに明らかに
なったと言える。
第二に、どの学年においても、ひとりで過ごす
ことに関するネガティブな感情・評価である「孤
独・不安」「孤絶願望」は、自我同一性の社会的
側面である「心理社会的同一性」を低め、気遣い
のプラス面である「向社会的気遣い」を抑制する
ことが示された。ひとりで過ごすことに孤独や不
安が強い場合 （「孤独・不安」） と、いつもひとり
でいたいという願望がある場合 （「孤絶願望」） で
はタイプが正反対であるが、どちらも青年期の発
達途上に見られる極端な感情・評価という点では
共通しており、このようなネガティブな感情・評
価を持っていると、現実の社会の中で自分を発揮
できるという自信がないため、他者に対して主体
的・積極的に行うことが必要な向社会的気遣いは
減少してしまうと考えられる。加えて、3・4年
生においては、「孤独・不安」「孤絶願望」が高い
と、「他者からみられているであろう自分自身
が、本来の自分自身と一致しているという感覚」
である「対他的同一性」を低め、それによって気
遣いのマイナス面である「我慢気遣い」を高めて
しまうことも示された。ひとりで過ごすことにネ
ガティブで極端な感情・評価を持っていると、他
ついても検討を行うことであった。
多母集団同時分析の結果、第一に、「孤独・不
安」「孤絶願望」が高いほど自我同一性の4下位
尺度が低くなり、その中でも「心理社会的同一
性」が低くなることで「向社会的気遣い」が抑制
される、また、特に 3・4年生では「対他的同一
性」が低くなることで「我慢気遣い」が促進され
るという結果となり、仮説 1 （ひとりで過ごすこ
とに関してネガティブな感情・評価が高いほど、
自我同一性の主観的側面と社会的側面が低くな
り、その中でも、自我同一性の社会的側面が低く
なることで、友人への気遣いのマイナス面が促進
され、プラス面が抑制されるだろう）が支持され
た。ただし、1・2年生では、弱い影響ではある
が、「孤絶願望」「孤独・不安」が高いほど「対他
的同一性」を媒介して「尊重気遣い」（気遣いの
プラス面）が促進されるという結果も見られてお
り、この点は予測に反する結果であった。第二
に、1・2年生でも 3・4年生でも、「充実・満足」
が「心理社会的同一性」を媒介して「向社会的気
遣い」を促進する結果となり、仮説 2 （ひとりで
過ごすことに関してポジティブな感情・評価が高
いほど、自我同一性の主観的側面と社会的側面が
高くなり、その中でも、自我同一性の社会的側面
が高くなることで、友人への気遣いのプラス面が
促進され、マイナス面が抑制されるだろう）が支
持された。第三に、「充実・満足」が「心理社会
的同一性」を媒介して「向社会的気遣い」を促進
する結果は 1・2年生でも 3・4年生でも共通に見
られたが、「孤独・不安」が「自己斉一性・連続
性」を媒介して「我慢気遣い」を促進するという
結果は 1・2年生のみで見られた。また、「我慢気
遣い」への影響として、「孤独・不安」「孤絶願
望」が「対他的同一性」を媒介して「我慢気遣
い」を促進するという点は、3・4年生の方が 1・
2年生より顕著であることから、「我慢気遣い」
への影響が学年によって異なる可能性がある。こ
の点については以降でさらに議論する。
ひとりで過ごすことに関する感情・評価が自我同
一性を媒介して友人への気遣いに及ぼす影響
本研究の結果、第一に、どの学年においても、
ひとりで過ごすことに充実感や満足感というポジ
ティブな感情・評価を持てることは、「心理社会
大学生におけるひとりで過ごすことに関する感情・評価
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同一性の感覚の中でもまず重要な感覚であるとさ
れている （谷，2001）。また、「自己斉一性・連続
性」はアイデンティティの層的構造において「中
核的同一性」に属するものであり、「中核的同一
性」とは、乳幼児期の内的対象の統合と対象恒常
性の形成を経て形成されるMahlerのコア・アイ
デンティティを基礎に青年期に形成されるものと
される （谷，2008）。ひとりで過ごすことに孤独感
や不安感が強いと、ひとりで安心してのびのびと
自分らしく過ごしたり、ひとりで趣味に没頭した
りすることが難しいため、「自分がない」「自分が
自分でない」といった感覚や、過去から現在、未
来という時間軸の中での自分という一貫性が持て
ない感覚につながると考えられる。そして、この
ような自我同一性の主観的かつ中核的側面である
「自己斉一性・連続性」が低くなることによっ
て、対人関係以前にまず基礎となる自分というも
のが曖昧かつ希薄であるために、友人の中で適切
に自分を表現できる関係には至らず、「我慢気遣
い」が増えてしまうと考えられる。
一方、3・4年生では、「我慢気遣い」の規定因
が異なっていた。3・4年生では、「孤独・不安」
「孤絶願望」が「対他的同一性」を低め、「対他的
同一性」が低くなることで「我慢気遣い」が高く
なるという影響であった。この違いは何を意味す
るのであろうか。「自己斉一性・連続性」が、自
我同一性の対自的で主観的な側面であるのに対
し、「対他的同一性」は対他的で社会的な側面で
ある。この 2つは、どちらも乳幼児期に形成され
るコア・アイデンティティを基礎とする「中核的
同一性」に属するとされており （谷，2008）、どち
らが先に発達するかについては言及されていない
が、自己のみを対象とする対自的次元よりも、他
者との関係性が加わる対他的次元の方がより複雑
であると考えられる。1・2年生は、自我同一性
が未熟であるため、自分自身の一貫性という自我
同一性の基礎的な部分の揺らぎが我慢気遣いにつ
ながってしまうのに対し、3・4年生になると、
就職活動も本格化し、他者や社会との関係がより
視野に入ってくるため、自分自身の自我同一性の
対他的、社会的次元により焦点があたり、我慢気
遣いに影響してくるのではないだろうか。また、
このような理由から、3・4年生では自我同一性
の社会的側面（「対他的同一性」「心理社会的同一
者が見ている自分と本来の自分の統合がうまくい
かず、他者の中で適応的に自分を表現できなくな
るため、本音を我慢する気遣いになってしまうと
考えられる。これらの結果は、ひとりで過ごすこ
との捉え方が極端あるいは発達途上であると
（「孤独・不安」「孤絶願望」）、社会的な自我同一
性 （「心理社会的同一性」「対他的同一性」） が低く
なり、友人への気遣いも適応的になりにくい （「向
社会的気遣い」が減少し「我慢気遣い」が増え
る） ことを示しているものであると言える。ま
た、「対他的同一性」から「我慢気遣い」への影
響が 3・4年生だけに見られたことは、3・4年生
という大学生期の後半になっても、「孤独・不安」
「孤絶願望」が強く「対他的同一性」が発達しな
いことは、より不適応につながる可能性を意味し
ているかもしれない。
これらの第一、第二の結果は、仮説 1、仮説 2
を支持するものであり、社会的なアイデンティ
ティの側面が友人との関係性と関連するという川
本 （2015） の結果や、ひとりで過ごすことに関し
てポジティブな感情・評価 （「充実・満足」） が高
いほど友人に対してもポジティブで安定した感情
が高いという海野 （2009） の結果とも共通するも
のであった。友人関係の指標として、川本 （2015）
は友人に対するアタッチメント・スタイル、海野
（2009） は友人に対する感情を用いているが、本
研究により、友人への気遣いという面でも同様の
結果が明らかになり、また、ひとりで過ごすこと
に関する感情・評価、自我同一性、友人への気遣
いという 3つの関係が明確になったと言える。
ひとりで過ごすことに関する感情・評価と自我同
一性が友人への気遣いに及ぼす影響の発達差
1・2年生では「孤独・不安」が「自己斉一
性・連続性」を低め、「自己斉一性・連続性」が
低くなることで「我慢気遣い」が高くなるという
影響が見られた。「自己斉一性・連続性」は自我
同一性の主観的側面であり、自我同一性の主観的
側面が友人への気遣いに影響することは仮説では
想定されていなかったが、1・2年生においては
自我同一性の主観的側面も気遣いに影響すること
が示された。「自己斉一性・連続性」とは、「自分
が自分であるという一貫性を持っており、時間的
連続性を持っているという感覚」のことであり、
昭和女子大学生活心理研究所紀要　Vol.20　2018
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安」から「自己斉一性・連続性」を媒介した「我
慢気遣い」への影響、および「孤独・不安」「孤
絶願望」から「対他的同一性」を媒介した「尊重
気遣い」への影響）、成熟だけでなく友人との親
密さの違いも関係しているかもしれない。1・2
年生は、大学に入学し、同じ学科やサークル、ア
ルバイト先などの新たな人間関係の中で友人関係
を一から形成していくことが多い時期であるた
め、ひとりで過ごすことへの不安や新たな友人関
係の苦痛が、遠慮が大きい気遣いにつながってし
まうが、3・4年生になると、程よくひとりで安
心して過ごせるようになり、友人関係も安定し気
心の知れたものになるため、気遣いへのネガティ
ブな影響が減ると考えられる。
ひとりで過ごすことに関する感情・評価から友人
への気遣いへの直接効果
直接効果としては、第一に、「自立願望」から
「向社会的気遣い」「尊重気遣い」への正の影響が
見られた。「自立願望」は、ひとりで過ごすこと
をポジティブに受け止めようとし、ひとりでも過
ごせるようになりたいという願望や、自立的なイ
メージを抱いている感情・評価である。他者と離
れた自分自身のプライバシーを志向するため、友
人のプライバシーも尊重しようとする態度が生ま
れ、距離を保ち関係を維持する付き合い方である
「尊重気遣い」が増すと考えられる。また、友達
と一緒でなくても行動できる、「ひとりの時間」
を楽しめるなどの自立を目指す感情・評価である
ため、対人関係においても自立し成熟したいとい
う気持ちが高まり、「向社会的気遣い」が促進さ
れると推測される。
第二に、「充実・満足」から「尊重気遣い」へ
の弱い正の影響が見られた。「充実・満足」は、
自分自身のプライバシーを志向し、そこでの充
実・満足感を感じる感情・評価であることから、
「自立願望」と同様に、友人と一定の距離を保つ
付き合い方である「尊重気遣い」が増す可能性が
考えられる。
ひとりで過ごすことと友人への気遣いの発達、お
よび尊重気遣いの扱いについて
上述のように、「自立願望」は、ネガティブな
感情・評価でもポジティブな感情・評価でもな
性」）のみ気遣いに影響していたのに対し、1・2
年生では、「自己斉一性・連続性」という自我同
一性の主観的側面も気遣いに影響する結果となっ
たとも考えられる。
また、1・2年生では、弱い影響ではあるが、
「孤絶願望」「孤独・不安」が高いほど「対他的同
一性」 を媒介して「尊重気遣い」（気遣いのプラス
面） が促進される結果も見られ、予測に反する結
果であった。「尊重気遣い」は、抑制的気遣いの
プラス面であり、親密さを求めない友人満足感と
関連するものである （満野・今城，2017a, 2017b）。
「向社会的気遣い」とは異なり抑制的・受動的な
気遣いであるため、ある程度距離のある付き合い
方であり、友人を尊重して良好な関係を維持しよ
うとするというプラス面だけでなく、相手を尊重
する態度を見せつつも「我慢気遣い」より巧妙に
葛藤を避けようとするというマイナス面もあるの
ではないか。そのために、ひとりで過ごすことに
孤独・不安感が強かったり、いつもひとりでいた
いという極端な感情・評価を持っていたりする
と、「対他的同一性」 （他者からみられているであ
ろう自分自身が、本来の自分自身と一致している
感覚） の低さにつながり、自他の視点の統合の感
覚が持てない自信のなさから、深い関わりを避け
距離を保つ「尊重気遣い」が促進されると考えら
れる。松下・吉田 （2009） は、友人へ気を遣う関
わり方 （「気遣い」） や深い関わりを回避する関わ
り方 （「関係回避」） が自我同一性の低さと関連す
ることを明らかにしており、「関係回避」は “お
互いのプライバシーにふみこまない”、“友達に甘
えすぎない” などの項目からなる。「尊重気遣い」
を深い関わりを避ける気遣いだと考えると、「関
係回避」と内容的に近いとも言え、自我同一性の
低さとの関連が見られたという知見と本研究の結
果は一致する。さらに、このように「尊重気遣
い」には気遣いのプラス面だけでなくマイナス面
も存在すると考えると、1・2年生は 3・4年生ほ
ど成熟していないために、距離を取って葛藤を避
けようとするというマイナスの意味で「尊重気遣
い」が増すとも推測される。
なお、このように、1・2年生では 3・4年生よ
りも、ひとりで過ごすことに関するネガティブな
感情・評価から「我慢気遣い」や「尊重気遣い」
への影響が見られたことに関しては（「孤独・不
大学生におけるひとりで過ごすことに関する感情・評価
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においても、ある程度高い相関が見られた （rs＝ 
.65～.66）。しかしながら、多母集団同時分析の結
果から、「我慢気遣い」に対しては自我同一性と
の関連が複数見られているのに対し、「尊重気遣
い」に対しては自我同一性との関連はあまり見ら
れず、ひとりで過ごすことに関する感情・評価か
らの直接効果が中心であった。このことは、「尊
重気遣い」と「我慢気遣い」が、同じ抑制的気遣
いではあっても、規定因の異なる、別の種類の気
遣いであることを実証した結果であると言える。
「我慢気遣い」が自我同一性の低さによって促進
されるのに対し、「尊重気遣い」には、自分自身
のプライバシーの志向や対人スキルが主として関
わっている可能性が示唆された。
本研究の限界と今後の課題
本研究の結果は、ひとりで過ごすことに対する
感情・評価が、友人への気遣いという対人関係に
影響することを示すものであった。しかしなが
ら、本研究の限界と今後の課題として以下の点が
考えられる。
第一に、本研究の対象は女子大学生のみであっ
た。満野・今城 （2017b） は、友人への気遣いと親
友満足感および親密さを求めない友人満足感との
関連について、男女で結果が異なることを明らか
にしている。今後は、男子大学生も対象に含め検
討することにより、男女の共通点と相違点がさら
に明確になると考える。
第二に、「尊重気遣い」がどのようなものであ
るかのさらなる解明である。「尊重気遣い」をす
る理由の違いや場面による使い分けがあるのか、
それによって青年の適応はどう異なるのかなどを
検討することで、「尊重気遣い」の発達的位置づ
けがより明確になり、青年の理解や発達支援に役
立つと推測される。
第三に、大学生期以前の中学生や高校生を対象
とした検討である。青年期前期の段階では、ひと
りで過ごすことに関する感情・評価が友人への気
遣いとどのように関連しているかを検討すること
により、青年の個と対人関係の発達に関する示唆
が得られると考える。
注　追加項目には、Table 2においてaを付す。ま
た確認的因子分析の結果、採用されなかった
く、ひとりで過ごすことをポジティブに受け止め
ようとする（が、まだうまく受け止めきれず、う
まくひとりで過ごせない）感情・評価であり、ネ
ガティブとポジティブを併せ持つ、青年期の発達
途上の状態を表した感情・評価とも言える。一方
で、本研究の仮説では「尊重気遣い」を気遣いの
プラス面と捉えていたが、本研究の結果から、実
際には、友人を尊重して良好な関係を維持しよう
とするというプラス面だけでなく、相手を尊重す
る態度を見せつつも「我慢気遣い」より巧妙に葛
藤を避けようとするというマイナス面もある可能
性が明らかになった。したがって、「尊重気遣い」
は、プラス面とマイナス面を併せ持つという意味
で、「自立願望」に近い、青年期特有の心理を反
映している可能性がある。
しかしながら、一方で、「尊重気遣い」は、自
我同一性とはあまり関連が見られなかった。この
ことから、尊重気遣いは、自我同一性の発達が関
連するというよりも、友人や他者と接する上での
マナーやスキルの獲得の影響が大きいのではない
かとも考えられる。「尊重気遣い」は、親密さを
求めない友人満足感との関連が見られていること
からも （満野・今城，2017b）、お互いに不快感を
与えずに関係を維持するスキルであると言える。
どのような理由から「尊重気遣い」をするかが
人によって異なる可能性があるため、その理由に
より、プラス面となるかマイナス面となるか、あ
るいはスキルとしての気遣いであるかが明確にな
るかもしれない。また、親友に対してもそれ以外
の人に対しても「尊重気遣い」をするのか、親友
に対しては「向社会的気遣い」が多いがそれ以外
の人に対しては「尊重気遣い」が多いのかなどの
場面差や相手による差によっても、適応的か否か
が異なると考えられる。なお、満野 （2015） は、「利
他的理由」が「向社会的気遣い」に、「防衛的理
由」が「抑制的気遣い」に影響することを明らか
にしているが、「抑制的気遣い」を「尊重気遣い」
と「我慢気遣い」に分けた場合の理由の影響は検
討されていないため、今後の検討が必要である。
尊重気遣いと我慢気遣いの違い
「尊重気遣い」と「我慢気遣い」は、どちらも
抑制的気遣いの 2側面であり （満野・今城，
2017a， 2017b）、1・2年生においても、3・4年生
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友人・恋人に対するアタッチメント・スタイ
ルの違いに注目して―　発達心理学研究，
26，210-224.
町沢静夫（2002）．学校，生徒，教師のためのこ
ころの健康ひろば　駿河台出版社
増淵 （海野） 裕子（2014）．大学生における「ひと
りの時間」の検討および自我同一性との関連 
青年心理学研究，25，105-123.
松下姫歌・吉田　愛（2009）．大学生における友
人関係と自我同一性との関連　広島大学心理
学研究，9，207-216.
満野史子（2015）．大学生の友人関係における気
遣いの研究―向社会的・抑制的気遣いの規定
因と影響―　風間書房
満野史子・今城周造（2017a）．友人への気遣いと
マインドフルネス，反芻・省察及び友人満足
度との関連―気遣い尺度の因子構造の再検
討―　昭和女子大学生活心理研究所紀要，
19，11-20.
満野史子・今城周造（2017b）．改訂版友人関係に
おける気遣い尺度の作成―親友満足感，親密
さを求めない友人満足感との関連―　日本
パーソナリティ心理学会第26回大会論文
集，69.
宮下一博（2009）．序章　宮下一博（監修）　松島
公望・橋本広信 （編） ようこそ！青年心理学
―若者たちは何処から来て何処へ行くのか―
（pp. 1-8）　ナカニシヤ出版
谷　冬彦（2001）．青年期における同一性の感覚
の構造―多次元自我同一性尺度 （MEIS） の作
成―　教育心理学研究，49，265-273.
谷　冬彦（2008）．アイデンティティのとらえ方 
岡田　努・榎本博明（編）　自己心理学：5 
ナリティ心理学へのアプローチ（pp.6-21） 
金子書房
東京新聞（2014）．「ぼっち」のススメ　「孤独」
を「孤高」の時に　4月23日朝刊
海野裕子（2009）．大学生における「ひとりの時
間」と，感情との関連　昭和女子大学大学院
生活機構研究科紀要，18，79-92.
追加項目を以下に示す。
28　自分の気分が落ち込んでいる時も、友人にそ
れが伝わらないように明るく振る舞う
29　友人の服装が似合っていないと思っても、言
わないでおく
31　友人の愚知を「たいしたことない」と思って
も、最後まで聞いてあげる
37　友人からのプレゼントが自分の欲しかったも
のではなくても、喜んだ振りをする
39　友人から誘われれば、自分ではやりたくない
ことでも、我慢して付き合う
42　友人が悩んでいると気づいても、こちらから
はそれを話題にしない
44　友人の髪形が似合っていないと思っても、言
わないでおく
付記 本研究は、平成29年度昭和女子大学研究
助成金の助成を受けて行われた。
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